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例　言

１ 本報告書は、老人ホーム・デイサービス新築工事に伴う元総社落合遺跡発掘調査報告書である。

２ 調査は、事業者である金井繁氏より委託を受けた有限会社毛野考古学研究所が実施した。

３ 発掘調査の要項は次の通りである。

発 掘 調 査 場 所 ：群馬県前橋市元総社町字落合７２１―１ほか

遺　　跡　　番　　号 ：00817

遺　　跡　　略　　称 ：25A170

発 掘 調 査 期 間 ：平成 26 年３月 18 日～平成 26 年３月 28 日

整理・報告書作成期間 ：平成 26 年４月２日～平成 26 年７月 31 日

発 掘 ・ 整 理 担 当 者 ：柴田洋孝（有限会社毛野考古学研究所）

４ 本書の編集は柴田（有限会社毛野考古学研究所）が行った。原稿執筆はⅠを福田貫之（前橋市教育委員会）、他を柴田が担当した。

５ 発掘調査・整理作業に関わった方々は以下の通りである。（50 音順）

【発掘調査】　赤尾嘉章・淺川正行・新井健吾・井上正三・清水勝・清水千代・松井昭光

【整理作業】　仙波菜津美・高橋真弓・根本正子

７ 発掘調査で出土した遺物及び、図面などの資料は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。

８ 以下の諸氏・諸機関にはご指導・ご協力を賜った。記して感謝の意を表する。

金井繁　有限会社スミヤ測量　トーイコーポレーション

凡　例

１ 遺構図の縮尺は挿図中にスケールを付してある。また、図中の方位北は座標北であり、座標値は日本測地系に基づいている。

２ 座標値とは別に上野国分尼寺寺域確認調査に用いられた４ｍグリッドの名称を付し、近隣調査との整合性を取りやすくした。

３ 遺物実測図の縮尺は 1/3 で掲載し、図中にスケールを付してある。なお、遺物写真は遺物実測図とほぼ同縮尺である。

４ 遺構および遺構設置の略称は、次の通りである。

Ｈ：住居跡　Ｄ：土坑

５ 地理的環境・歴史的環境・周辺遺跡については「元総社蒼海遺跡群（28）」を参照されたい。



Ⅰ　調査に至る経緯

　平成 25 年 11 月 8 日付けで開発者である金井　繁氏より老人ホーム等新築工事に伴う試掘調査依頼書が前橋市

教育委員会に提出され、同年 12 月 20 日に試掘調査を実施し、平安時代の住居跡を確認した。試掘調査の結果を

受け、埋蔵文化財の保護について協議を重ねたが、エレベーターピット箇所については保護が不可能であるため

発掘調査を実施し記録保存の措置を執ることで合意を得た。前橋市教育委員会では既に直営による発掘調査を実

施しており、直営による調査の実施が困難であるため、「群馬県内の記録保存を目的とする埋蔵文化財の発掘調

査における民間調査組織導入事務取扱要綱」に則り、前橋市教育委員会の作成する調査仕様書に基づく監理・指

導の下、発掘調査を実施することになり、平成 26 年 3 月 7 日付けで開発者、民間調査組織、市教育委員会との

間で発掘調査実施に関する協定書が締結され、同年 3月 18 日から現地調査が開始された。

Fig. １　調査区位置図（前橋市役所発行『前橋現形図 52-3』1/2,500）
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１　調査方針　

　本発掘調査は老人ホーム・デイサービス新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査であり、調査面積は 36 ㎡である。

調査対象地は試掘調査によって遺構の有無が確認され、調査範囲の設定が行われた。調査を進めるにあたって、

測量は日本測地系の公共座標に基づいて行われている。調査方法は、表土掘削→遺構確認・検出作業→遺構掘削

作業→土層確認→遺構完掘の順で行い、写真撮影・遺構測量は進捗状況に合わせて適宜行った。表土除去は重機

による掘削で、遺構確認面（Ⅳ層）まで掘り下げを行った。遺構確認作業にはジョレンを、遺構掘削には移植ゴ

テを使用し、出土遺物は可能な限りトータルステーションを使用して３次元計測をした後に取り上げを行った。

検出された遺構は、平面測量・写真撮影による記録保存を行い、遺構平面図は 1/20 を基本として作成し、トー

タルステーションを使用して測量している。遺構写真は 35 ㎜白黒フィルム、35 ㎜カラーリバーサルフィルムを

使用して撮影し、補助として 1,400 万画素のコンパクトデジタルカメラを併用した。

Ⅱ　調査方針と経過

Fig. ２　調査地点位置図（国土地理院発行『前橋』1/25,000）
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Ⅲ　標準堆積土層

　調査区の北西隅において現地表面から約 1.5 ｍの深さまで標準堆積土層を

確認した。全体的に黒褐色系統の堆積土で、遺構確認面として捉えたⅣ層は

総社砂層とみられる。総社砂層は、元総社蒼海遺跡群などの調査では 2.5 ｍ

以上の堆積が確認されている。Ⅳ層以下は黒色の堆積土で、縄文時代早期（約

11,000 年前）以前に堆積した湿地帯の前橋泥炭層であるとみられ、特にⅦ

層は粘性が強い。

２　調査経過

　現地での発掘調査は平成 26 年３月 18 日から平成 26 年３月 28 日まで、整理作業は平成 26 年４月２日から平

成 26 年７月 31 日まで行った。経過は以下の通りである。

　【発掘調査】平成26年３月18日：重機による表土除去開始。発掘器材搬入。遺構検出作業・各遺構の掘削を開始。

３月 20 日：降雨のため現場における作業は中止となる。３月 28 日：遺構掘削終了。完掘状況の写真撮影を行う。

前橋市教育委員会の終了確認が行われる。発掘器材の撤収作業。現場における発掘調査は終了となる。

　【整理作業】平成 26 年４月２日：遺構図面の修正作業・出土遺物の洗浄・注記作業を開始。５月１日：遺物の

分類・接合作業を開始。５月 27 日：遺物実測作業を開始。６月６日：報告書原稿作成、遺構図・遺物トレース・

版組を開始。６月 30 日：入稿・校正。７月 24 日：印刷・製本。７月 31 日：報告書刊行・納品。

Fig. ３　基本層序（Ｓ＝ 1/40）

Ⅳ　遺構と遺物

１　竪穴住居跡

　竪穴住居跡とみられる遺構は複数確認されたが、本調査対象区は 36 ㎡と狭く、いずれの遺構プランも重複関

係にあったため、土層観察において正確な遺構数や規模を捉えることを試みた。しかし、唯一カマドが確認され

たＨ -２号住居跡を除いて、そのほかの住居跡とみられる遺構では明確な規模や軸方位を捉えることは非常に困

難を極めた。Ｈ -４・６号住居跡は東カマドを持つ住居跡と想定しているが、焼土が確認された箇所からは明確

なカマド構築材などが検出されていないため、肯定的な要素に欠ける。Ｈ - ３号住居跡は調査区東壁において、

カマドとみられる焼土を含む堆積層や壁面の立ち上がりが確認できたが、遺構検出面と住居跡の床面がほぼ同じ

レベルであったため、平面では住居跡の形状を捉えることはできなかった。

　出土遺物からいずれの住居跡も８～９世紀に帰属する住居跡であるとみられるが、一部の遺物を除いて出土遺

物の接合関係は複雑であったため、遺構の把握と同様に遺物の正確な出土遺構を把握することも非常に困難で

あった。

２　土坑

　土坑とみられる遺構は５基確認された。Ｄ -１号土坑はＨ -１号住居跡と重複しており、土層観察からＨ -１

号住居跡より新しいと判断されるが、底面形状が平坦で、遺構壁面もほぼ垂直に立ち上がることから、Ｄ -１号

土坑が住居跡である可能性も否定できない。Ｄ -２号土坑は覆土中層より土師器の坏が、Ｄ -３号土坑は覆土上

層～下層にかけて散在するかたちで土師器の甕片が出土している。

３　表採遺物

　縄文時代後期堀之内式の注口土器片が１点出土しているが、これ以外に縄文時代の遺物は確認されなかった。
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Fig. ４　調査区全体図
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Fig. ５　土層断面図

１． 黒褐色土： しまりあり、粘性ややあり。As-C 少量、炭化粒微量。

２． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量、炭化粒微量。

３． 暗褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

４． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

５． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

６． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量。

７． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒多量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝少量。

８． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

９． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

10. 黒褐色土： しまり強い、粘性あり。As-C少量、焼土粒微量、炭化粒微量。硬化面。

11. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

12. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝微量、炭化粒微量。

13. 黒褐色土： しまりあり、粘性ややあり。As-C 中量、焼土粒微量、炭化粒微量。

14. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

15. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

16. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

17. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

18. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

19. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝少量。

20. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量。

21. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量。

22. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

23. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、炭化粒微量。

24. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒少量。

25. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

26. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

27. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量。

28. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量。

29. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

30. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

31. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

32. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

33. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量。

34. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量、粘土ブロック

φ 0.5 ～３㎝微量。

35. 黒褐色土： しまり強く、粘性高い。As-C 少量、粘土ブロック層。

36. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

37. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

38. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

39. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

40. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

１． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

２． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒微量。

３． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝中量。カマド天井崩落土？

４． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝少量、炭化粒少量。

５． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化粒微量、炭化物φ１㎝微量。

６． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝微量、炭化粒微量、炭化物φ 0.5 ㎝微量。

７． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒少量、炭化粒微量、炭

化物φ 0.5 ㎝微量。

８． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

９． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

10. 黒褐色土： しまり強い、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

11. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

12. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量、炭

化物φ 0.5 ㎝微量。

13. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化粒少量、炭化物φ 0.5 ～１㎝少量。

14. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒多量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化粒微量。

15. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝少量、炭化粒微量。

16. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化物φ１㎝微量。

17. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝少量、炭化粒微量、砂岩ブロックφ２㎝微量。

18. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化物φ 0.5 ㎝微量。

19. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝少量。

20. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

21. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝微量、砂岩ブロックφ３～４㎝微量。

22. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

23. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝微量。

24. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

25. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化粒少量、炭化物φ 0.5 ㎝微量。

26. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、炭化粒微量、炭

化物φ 0.5 ㎝微量。

27. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒中量、炭化粒微量、炭

化物φ 0.5 ㎝微量。

28. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量、炭化粒微量。

29. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒多量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝中量、炭化粒微。

30. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝微量。

31. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝微量。

32. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量、炭化粒微量。

33. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

34. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

１． 暗褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒中量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝中量。

２． 暗褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量、炭化粒微量、炭

化物φ 0.5 ㎝微量。

３． 暗褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量、炭化粒微量。

４． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量。

５． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

６． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

７． 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量、赤褐色粒微量。

８． 暗褐色土： しまりあり、粘性ややあり。As-C 多量、焼土粒中量、焼土ブロッ

クφ 0.5 ㎝少量。

９． にぶい黄褐：

色土

しまりあり、粘性ややあり。As-C 中量、焼土粒多量、焼土ブロッ

クφ 0.5 ㎝少量。

10. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 多量、焼土粒少量。

11. 暗褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ㎝少量。

12. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒少量、焼土ブロック

φ 0.5 ～１㎝少量、炭化物φ１㎝微量。

13. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、炭化粒微量。

14. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

15. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

16. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 中量、焼土粒微量。

17. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 多量、焼土粒微量。

18. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量、焼土粒微量。

19. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 微量。

20. 黒褐色土： しまりあり、粘性あり。As-C 少量。

１・２層：別遺構　３・４層：別遺構（カマド？）　５～ 11 層：H-7 号住居跡　12 ～ 23 層：H-6 号住居跡　24 ～ 31 層：H-2 号住居跡　32 ～ 33 層：H-9 号住居跡　34 層：別遺構（ピット？）

１～７層：D-1 号土坑　８～ 15 層：H-3 号住居跡　16 ～ 18 層：H-1 号住居跡　19 層：別遺構　20 層：別遺構（住居跡？）

１～３層：別遺構（住居跡？）

４～６層：D-1 号土坑

７層：H-4 号住居跡（カマド？）

８～ 10 層：別遺構（住居跡）

11 ～ 18 層：H-1 号住居跡

19 ～ 22 層：H-2 号住居跡

23 層：H-8 号住居跡

24・25 層：H-5 号住居跡

26 層：P-6

27 ～ 28 層：D-4 号土坑

29 ～ 31 層：P-5

32 ～ 35 層：P-7

36 層：D-5 号土坑

37 ～ 39 層：P-1

40 層：別遺構（住居跡？）
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Fig. ６　出土遺物（１）

Ｈ -１号住居跡

Ｈ -３号住居跡 Ｈ -４号住居跡

Ｈ -２号住居跡

Tab. １　遺構一覧表
住居跡

遺構名
規模（ｍ）

方位
炉・カマド（ｍ） 貯蔵穴（ｍ）

出土遺物 帰属時期 備考
長軸 短軸 深さ 全長 幅 長軸 短軸 深さ

Ｈ－１ 3.1 2.65 0.18 Ｎ - 22°- Ｗ ― ― ― ― ― 土師器・須恵器・鉄製品 ９ｃ前

Ｈ－２ （1.45）（1.0） 0.29 Ｎ - 6°- Ｅ 0.8 （0.32） ― ― ― 土師器・須恵器 ８ｃ後

Ｈ－３ （1.8） ― ― ― ― ― ― ― ― 土師器・須恵器 ９ｃ前

Ｈ－４ ― ― ― ― （0.9） 0.82 ― ― ― 土師器・須恵器 ９ｃ前 東カマド？

Ｈ－５ 2.2 （2.0） 0.19 Ｎ - 44°- Ｅ ― ― ― ― ― 土師器・須恵器 ８ｃ前

Ｈ－６ ― ― ― ― （0.65） 0.9 ― ― ― 土師器・須恵器 ８ｃ後 東カマド？

Ｈ－７ （1.7）（1.2） 0.17 Ｎ - 16°- Ｅ ― ― 0.6 0.45 0.26 土師器 ８ｃ？

Ｈ－８ （1.06）（0.88） 0.12 ― ― ― ― ― ― 土師器・須恵器 ８ｃ？

Ｈ－９ （1.8）（0.82） 0.15 ― ― ― ― ― ― 土師器・須恵器 ８ｃ？

土坑

遺構名
規模（ｍ）

平面形状 長軸方位 出土遺物 帰属時期 備考
長軸 短軸 深さ

Ｄ－１ （1.05） （0.36） 0.1 円形 Ｎ - 20°- Ｗ 土師器 不明

Ｄ－２ 0.86 0.73 0.23 円形 Ｎ - 80°- Ｅ 土師器 ７ｃ後～８ｃ前

Ｄ－３ 1.0 0.74 0.1 円形 Ｎ - 81°- Ｗ 土師器 ８後～９ｃ前

Ｄ－４ （1.2） 1.0 0.2 円形 Ｎ - 14°- Ｗ 土師器 不明

Ｄ－５ （1.0） 0.53 0.1 楕円形 Ｎ - 32°- Ｗ 土師器・須恵器 ８ｃ後

－ 6－

Ｈ１住 -１
(1/3)

Ｈ１住 -２
(1/3)

Ｈ３住 -１
(1/3)

Ｈ３住 -２
(1/3)

Ｈ４住 -１
(1/3)

Ｈ４住 -２
(1/3)

Ｈ４住 -３
(1/3)

Ｈ１住 -３
(1/3)

Ｈ１住 -４
(1/3)

Ｈ１住 -５
(1/3)

Ｈ２住 -１
(1/3)

０ 10㎝1：3



Fig. ７　出土遺物（２）

Ｈ -５号住居跡

遺構外出土遺物

Ｈ -６号住居跡 Ｄ -２号土坑

Ｄ -３号土坑 Ｐ -１号ピット

Tab. ２　出土遺物観察表（１）
遺構名 番号 器種 法量（㎝） ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴 備考

Ｈ -１

１ 土師器
坏

口径：
器高：

（13.2）
<4.6>

①酸化焔②明黄褐
③石英・長石・黒色鉱物・赤色
粒
④口縁～底部 1/3

外面：ナデ。
内面：ナデ、放射状暗文。

２ 土師器
坏

口径：
器高：

（13.0）
<2.8>

①酸化焔②橙
③石英・長石・角閃石
④口縁～底部 1/3

外面：ナデ、底部箆ケズリ。
内面：ナデ。

３ 須恵器
坏

口径：
底径：
器高：

（10.8）
7.1
4.6

①還元焔②灰
③石英・白色粒④口縁～底部 1/2

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

４ 鉄製品
刀子 残存長：5.6　幅 0.8　厚さ：0.4　重さ：6.18g ／刃部～茎。 片関

５ 鉄製品
釘 残存長：5.3　幅 0.6　厚さ：0.6　重さ：6.38g ／角釘。先端欠損。

Ｈ -２ １ 土師器
甕

口径：
底径：
器高：

（21.0）
（4.2）
（26.5）

①酸化焔②明赤褐
③石英・白雲母・黒色鉱物
④口縁～底部 1/5

外面：口縁部ヨコナデ。胴部～底部箆ケズリ。粘土付着。
内面：口縁部ヨコナデ。胴部箆ナデ。

Ｈ -３

１ 土師器
坏

口径：
器高：

（14.2）
<5.3>

①酸化焔②橙
③石英・長石・赤色粒
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ。 流れ込み

２ 土師器
坏

口径：
器高：

（17.0）
<4.5>

①酸化焔②橙③石英・白色粒
④口縁部片

外面：口縁部箆ケズリ後、ヨコナデ。体部箆ケズリ後、箆
ミガキ。
内面：ナデ、放射状暗文。

Ｈ -４ １ 土師器
坏

口径：
器高：

（11.8）
<3.3>

①酸化焔②橙
③石英・黒色鉱物・赤色粒
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ。 流れ込み
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Ｈ５住 -１
(1/3)

Ｈ６住 -１
(1/3)

Ｄ２土 -１
(1/3)

Ｄ３土 -１
(1/3)

Ｄ３土 -２
(1/3)

Ｄ３土 -３
(1/3)

Ｐ１- １
(1/3)

遺外 -１
(1/3)

遺外 -３
(1/3)

遺外 -２
(1/3)

遺外 -４
(1/3)

遺外 -５
(1/3)

０ 10㎝1：3



Ⅴ　まとめ

　これまでの元総社地区における発掘調査は上野国府推定域の内部、または国府推定域の北側における調査が多

く、国府推定域の南側での発掘調査はほとんど行われていなかった。今回の発掘調査は国府推定域の南側にあた

る地点だが、調査区の制約が大きく、遺跡の全体像を把握することは困難であった。出土した遺物から各住居跡

の年代は概ね８～９世紀に帰属することが判明し、７世紀以前または 10 世紀以降の遺構・遺物は確認すること

ができなかった。

　これまでの元総社地区における国府推定域周辺の発掘調査では、国府造営期・盛行期（８～９世紀）を境に、

場所によって各時期の住居跡の検出数に差がみられることがわかっている。国府域に近い場所では、国府の造営

に伴って人々が退去させられているため、７世紀を区切りに８～９世紀の住居跡の検出数は極端に少なくなり、

国府が衰退した 10 世紀以降になると再び人々が集落を営むといった状況が確認されている。逆に８・９世紀の

住居跡が確認される場所は、国府造営に伴って退去させられた人々の集落であるともいえるが、国府自体に関係

している人々（国庁に従事する人々・耕作者・工人）の集落である可能性も否定できない。

　今回の元総社落合遺跡の調査では、前述したように８～９世紀を中心とした住居跡が確認されている。これま

での調査事例に照らせば、落合遺跡周辺は国府造営期に国府域から退去させられてきた人々、もしくは国府に関

係する人々の集落と解することができる。また、国府造営期以前の７世紀までの遺構や遺物が確認できなかった

ことや、国府が衰退した 10 世紀以降の遺物や遺構が確認されなかったことから、落合遺跡周辺は８～９世紀の

限られた時期に営まれた一時的な集落であったと考えられ、継続的に集落を営むには適していない場所であった

ことも窺える。しかし、今回の調査範囲から読み取れることはわずかであるため、今後の調査成果によって集落

の様相が変わることは十分考えられる。

遺構名 番号 器種 法量（㎝） ①焼成②色調③胎土④残存 成・整形技法の特徴 備考

Ｈ -４

２ 土師器
坏

口径：
器高：

（12.6）
<4.2>

①酸化焔②褐③石英・白雲母
④口縁～底部 1/5

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。指頭痕。
内面：ナデ。

３ 須恵器
坏

口径：
底径：
器高：

（14.4）
（9.8）

3.9

①還元焔②灰③白色粒
④口縁～底部 1/5

外面：轆轤整形。底部回転箆ケズリ。
内面：轆轤整形。

Ｈ -５ １ 土師器
坏

口径：
器高：

（14.2）
<4.5>

①酸化焔②橙③白色粒・赤色粒
④口縁～底部 1/3

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ。

Ｈ -６ １ 土師器
坏

口径：
器高：

（11.0）
<3.1>

①酸化焔②橙③石英・黒色鉱物
④口縁～底部 1/3

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。指頭痕。
内面：ナデ。

Ｄ -２ １ 土師器
坏

口径：
器高：

13.9
4.5

①酸化焔②明褐
③石英・白色粒・黒色鉱物
④口縁～底部 3/4

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ。

Ｄ -３

１ 土師器
坏

口径：
器高：

10.6
<2.8>

①酸化焔②明赤褐
③石英・白雲母・黒色鉱物
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部ナデ、底部箆ケズリ。
内面：ナデ。

２ 土師器
甕

口径：
器高：

（13.6）
<8.4>

①酸化焔②明褐
③石英・白色粒・黒色鉱物
④口縁～胴部 1/5

外面：口縁部横ナデ、胴部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ、胴部箆ナデ。

３ 土師器
甕

口径：
器高：

（22.6）
<18.5>

①酸化焔②明褐
③石英・長石・白雲母・黒色鉱
物
④口縁～胴部 1/3

外面：口縁部横ナデ、胴部箆ケズリ。
内面：口縁部横ナデ、胴部箆ナデ。

Ｐ -１ １ 土師器
坏

口径：
器高：

（16.8）
<4.8>

①酸化焔②明褐
③石英・黒色鉱物・赤色粒
④口縁～底部 1/2

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ。

遺構外

１ 縄文土器
注口土器 器高： <4.0>

①酸化焔②にぶい黄橙
③石英・長石・黒色鉱物
④胴部片

外面：沈線で文様帯を区画し、帯縄文・渦巻文を施文。
内面：器面摩滅。

縄文時代後期
堀之内２式

２ 土師器
坏

口径：
器高：

（14.2）
<3.2>

①酸化焔②橙③白雲母・赤色粒
④口縁部片

外面：口縁部ナデ、体部～底部箆ケズリ。
内面：ナデ、放射状暗文。

３ 土師器
坏

口径：
器高：

（11.4）
<4.2>

①酸化焔②橙
③石英・白色粒・赤色粒
④口縁～底部 1/3

外面：口縁部ナデ、底部箆ケズリ。
内面：ナデ、放射状暗文。

４ 須恵器
坏

口径：
底径：
器高：

11.6
6.2
4.3

①還元焔②黄灰③石英・白色粒
④完形

外面：轆轤整形。底部回転糸切り。
内面：轆轤整形。

５ 須恵器
蓋 器高： <2.0> ①還元焔②黄灰③石英・長石

④つまみ～天井部 1/5
外面：轆轤整形。
内面：轆轤整形。

Tab. ３　出土遺物観察表（２）

－ 8－



Ｈ -１号住居跡全景（南西から） Ｈ -２号住居跡全景（南から）

Ｈ -２号住居跡カマド全景（南から） Ｈ -４号住居跡遺物出土状況（南西から）

Ｈ -７号住居跡全景（南から） Ｄ -２号土坑全景（南から）

Ｄ -３号土坑遺物出土状況（南から） 基本層序（東から）

ＰＬ .１



ＰＬ .２

Ｈ -１号住居跡

Ｈ -２号住居跡 Ｈ -３号住居跡

Ｈ -４号住居跡

Ｈ -５号住居跡

Ｈ -６号住居跡 Ｄ -２号土坑

Ｄ -３号土坑

Ｐ -１号ピット

遺構外出土遺物

Ｈ１住 -１ Ｈ１住 -２

Ｈ１住 -３

Ｈ１住 -４

Ｈ１住 -５

Ｈ３住 -１ Ｈ３住 -２

Ｈ４住 -２

Ｈ４住 -１

Ｈ４住 -３ Ｈ５住 -１

Ｄ２土 -１
Ｈ６住 -１Ｈ２住 -１

Ｄ３土 -１

Ｄ３土 -２

Ｄ３土 -３Ｐ１-１

遺構外 -１ 遺構外 -２ 遺構外 -３ 遺構外 -４ 遺構外 -５
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例　言

１ 本報告書は、老人ホーム・デイサービス新築工事に伴う元総社落合遺跡発掘調査報告書である。

２ 調査は、事業者である金井繁氏より委託を受けた有限会社毛野考古学研究所が実施した。

３ 発掘調査の要項は次の通りである。

発 掘 調 査 場 所 ：群馬県前橋市元総社町字落合７２１―１ほか

遺　　跡　　番　　号 ：00817

遺　　跡　　略　　称 ：25A170

発 掘 調 査 期 間 ：平成 26 年３月 18 日～平成 26 年３月 28 日

整理・報告書作成期間 ：平成 26 年４月２日～平成 26 年７月 31 日

発 掘 ・ 整 理 担 当 者 ：柴田洋孝（有限会社毛野考古学研究所）

４ 本書の編集は柴田（有限会社毛野考古学研究所）が行った。原稿執筆はⅠを福田貫之（前橋市教育委員会）、他を柴田が担当した。

５ 発掘調査・整理作業に関わった方々は以下の通りである。（50 音順）

【発掘調査】　赤尾嘉章・淺川正行・新井健吾・井上正三・清水勝・清水千代・松井昭光

【整理作業】　仙波菜津美・高橋真弓・根本正子

７ 発掘調査で出土した遺物及び、図面などの資料は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。

８ 以下の諸氏・諸機関にはご指導・ご協力を賜った。記して感謝の意を表する。

金井繁　有限会社スミヤ測量　トーイコーポレーション

凡　例

１ 遺構図の縮尺は挿図中にスケールを付してある。また、図中の方位北は座標北であり、座標値は日本測地系に基づいている。

２ 座標値とは別に上野国分尼寺寺域確認調査に用いられた４ｍグリッドの名称を付し、近隣調査との整合性を取りやすくした。

３ 遺物実測図の縮尺は 1/3 で掲載し、図中にスケールを付してある。なお、遺物写真は遺物実測図とほぼ同縮尺である。

４ 遺構および遺構設置の略称は、次の通りである。

Ｈ：住居跡　Ｄ：土坑

５ 地理的環境・歴史的環境・周辺遺跡については「元総社蒼海遺跡群（28）」を参照されたい。


